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地する O 北緯 39042'2l. 67" 東経 14004'31.67"付近にあり，標高は 138.7~ 139.6mを測る O





















破片からなる(第 2図)。これらの破片は 質感からi可ー偲体と判断され約 l個体分に相当
する D 個体を観察した結果，宇田型裂は伊勢湾沿岸地域からの搬入品で\型式としては宇E13~!!
斐 i類に対応し編年上では松河戸E式(赤塚 1994，赤塚・早野 2001)，仁iコi期から中 2期(平
野 2011)に比定されると理解した。 以下，型式的特徴と型式比定の根拠について記述するO
字国型斐，あるいは S字斐の型式の識別については，ロ縁部の形状が第一義的な指標となる O
つまり，破片資料であっても， 1コ縁部が残存していれば，型式の識別は比較的容易で、ある O 大
釜官官遺跡の個体は，器壁が体部から口縁音1)~こかけて一様にj享く，仁!縁部外面のj支は消失するも，
内部に段を残す。この特徴は，字国主!斐としては初期の所産であることを示す。つまり個体は，
字国型婆 1類(または 2類)に比定される O
体部上半には，粗く深いハケ調整が施され，体部最大径近くの部位から，ハケro脳裏は羽tJ<:に
施されていることが確認される O このような器面のハケ調整は，宇13型斐通有の調撃痕である。
なお，宇田型斐 i類は S字斐D類(新設1)皆)と併存するが，同時期の S字懇D類新段I){?yには，
S字斐独特の羽状に施されるハケ誠整が乱れた1lu体が多い一方，宇田波裂には撃った1[1体が多







手法も宇田型斐にしばしば認められる O ただしこのような傾向は宇宙型斐 2類以降に顕著で
あるような印象がある O
腕l台部には，内面に粘土が充填されていることが観察される O この技法は S字婆に通有の
いわゆる「補充技法」が 宇田型護の段階に至っても形骸化しつつ残存したものと思われるO
なお， !拘!台部は下半が欠失し破断面は幾分，摩耗しているようにも見受けられる O 開様の欠
失，摩耗の状況は同時期の伊勢湾沿岸地域の台付婆にも認められる場合があるO その他，体部
外国には煤が付着し 煮炊具としての使用状況を示す。また 体部には焼成後の穿孔がある O
上記の型式的特徴を踏まえ およそ松j可戸E式に S字斐D類(新段階)と字国型斐 l類が
併存し宇田 I式に宇宙型斐2類が認められることからすると，大釜館遺跡出土の宇田型斐の
編年上の位置は，松河戸E式~宇田 1式(中 1期から中 2期)にほぼ特定される O なお，松j可




字国型努または S字斐(第 3IZl1)，北大 I式の続縄文土器(第4図 1~ 3)，南小泉式の土師
































議議 1 謡選議 12 
鍾豆二み
。鞍 13 寝口匂40監0615
1'"'-' 3.北大 i式土器 4'"'-'9土師器 10'"'-'15湯ノ倉産黒曜石製石器
第 4121 宿圧!遺跡出土の古墳時代の遺物
の宇宙型斐は，宇EEI型斐 1~2 類の可白色I~tがより高いと思われる O このことは，大釜館遺跡に
宇田型斐が搬入される状況とも調和的である O なお，参考となる個体として，字国 I式2段階
に対比される愛知県名古屋市志賀公園遺跡土器集積 SUll出土の小型の宇宙型斐を例示した
(第 31翠2)0
北大 I式の続縄文土器(第4図 1~ 3)はi二i縁部から頚部にかけてわずかにくびれる形状で，
口縁部先端の断面は方形に近い。口縁部産下からは微隆起線文が施され，1， 3は外国からの
刺突列(突癌文)が施される O 北大 I 式は型式の単位が明確に示された一方で，実体にl~n した















遺構(10号住居)と大山台遺跡の宇田型斐が l類(松河戸 E式)，他の遺跡の宇田型斐は 3~
4類(宇宙E式~儀長式)に対比される O なお，後者は小型品が多い(第 5図)。
原 l号填下層遺構(10号住居)の字日3型斐(第 5図1)には丸底鉢等が共伴し(向 2・3)， 
和泉式前半， 御林跡遺遺，助跡;立j期ザ明] (木釘釣.2008) と松j河可戸豆式 (付司中コ 2英却期!丹nが併行することを示すi九)」O 
{静街御I削卸IJ林助跡;遺助跡;JU期号明jが ON231 号号.~主型型:主担~式員共邦蚊期J月r:丹]卜卜卜トト戸-へ‘、、、寸‘、、巴、‘
臨闘雌I留紙iはなし 1、O なお，下層遺構の住居は全長 114mの前方後円墳である事liJ奇二子塚古墳の造営に







































1~3 原 1 号墳下j覆 (10 号住居) 4.大山台遺跡 5. B秀西遺跡080仁住居 6臼秀西遺跡045E住居 7下大槻峯遺跡5P007 8.~12 南広間地遺跡 1 号流路





















際しては，東海地方の編年(赤塚 1990・1994. 1997，赤塚-早野 2001，早野2011)に加えて，
主として東北地方の塩釜式の編年(青山 2010) と古墳時代中期の土師器編年(高橋 1999)， 




号住居士tl:において後北 C1式または後北 C2D式が出土する事例，同村上市UJ元遺跡 30T濠 5
において後北 Cl式またはその影響が濃厚な土器に(狭義の)天王山式に後続する東北系土器
が共伴する事例が知られている O 内越遺跡 l号住居士lr.あるいは天王山式に後続する東北系土
器には，漆1]・2群(法仏式後半)の北陸系土器が共伴することから，後北Cl式の最終末段階




後北 C2D式のi中段階，一般的な後二iヒC2D式(大沼 1989)については 青森県五所)IJ京市





























































纏向編年(関)111976) 畿内庄内・布留式(西村2008) 畿内古墳時代中・後期土師器(辻 1999)






長根lV.小井田町段階(薪藤 2007)が重複することが知られる O なお，塩釜式の古段階，塩
釜 1式は東海の想問E式4段階・廻間型式:段階(前 i期)，畿内の布留式古段階，北陸の漆











江!HJ本屋敷古墳群第 2号住居は北|珪北東部の翠に類似する個体の出土から2) 漆町 7~f:(:から 8
1洋(前 1期から前 2期に併行)に対応する O つまり，十王台式などを含めた土器の動態を含め
て，上記に想定した併行関係は概ね整合することが雄かめられるO
後北 C2D式に後続する北大 I式については 大釜館遺跡と宿田遺跡の事例から，北大 I式
が南小泉式(相当)，松j可戸E式の前後(中 1期から中 2期)， TK216型式期以前に併行する













海側を 1=1:1心として，天王山式系土器と北陸系土器が相互に接触し この動態に後北 Cl式最終
42 
岩手県岩手郡滝沢村大釜館遺跡出土の宇I型整について
末から後北 C2D式の最古段階の続縄文土器も関与した形跡がある O ほほIP'JI時期の東海地域に
おいても，隣接地域間相互の緊密な関係性を背景として 「廼間式土器Jが成立する。
古墳時代早期後半，東日本各地には東海系，北陸系土器が拡散し畿内においては庄内式が
成立する O 続く古墳時代前期前半，庄内式新段階から布留式古段階においては.後北 C2D式
中段階の続縄文土器が東北地方の広域に分布し十王台式土器も東北北部にまで影響を及ぼす
ようになる O この段階において，畿内には布留式が成立し東海系土器は東西に広く拡散する O
古墳時代中期前半，南小泉式の段階における東北地方には北大 I式の統縄文土器が分布し


















による O それを受けたヂ|二上は， 2008年 1月251ヨに愛知県埋蔵文化財センターに遺物を持参し
赤塚次郎氏と早野が実見した結果 伊勢湾沿岸地域で、製作された宇田型斐であるという結論に




















1 )前後のi時期を含めると，和泉式初期jの御林跡遺跡:1 期が松河戸 I 式 4 段階~II 式 l 段階(中 1 j羽)， I 
!lJJ が松河戸 E 式 1~2 段階(中 2 期)，和泉式最盛期の E期 .IV 期 (TK73 ~ TK216型式期に対応)
が宇田 I式(Iヤ3期)，和泉式から鬼高式への移行員jJのV期.VI釦J(TK208 ~[式見j に対応)が宇田 II




r1ï下新保高 i王i遺跡 S1l 307 において出土していることを i王llIH~明人氏よりご教示頂いたO
3 )後北 C2D式の下限と北大 I式の上限については，宮城県栗原市伊治城跡SD260・261における塩釜 3
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岩手県岩手郡滝沢村大釜館遺跡出土の宇部型整について
A study ofthe Uda-type jars recovered合omOgamadate siteラ
Takizawa， Iwate prefecture 
INoUE， Masataka and HAYANO， Koji 
This paper studies in detail the Uda-type jars reCOVel‘ed介。mOgamadate site， Takizawa-mura， 
Iwate-gun， lwate prefecture. It is believed that the Uda-type jars， which are classified into 
Matsukawado I type ware in the Tokai region， were imported from the Ise-wan coastal area. 
Although only few examples of the Uda-type jars are so far knovm in eastern Japan， itis likely that 
they were transported along with the eastvvard diffusion of nev/ technology and other products， 
which occurred in the early phase of the middle Kofun period. The study of Epi-Jomon pottery， 
Yayoi pottery and Hajiki ware in the Tohoku area， ¥vhich coexist ¥vith the Uda-type jars， 
demonstrates Matsukawado Il type is contemporary with Hokudai 1 type and the Minamikoizumi 
type of Epi-Jomon pottery. The Uda-type jal司S台omOgamadate site carry significant information 1'01・
understanding the early phase of the middle Kofun period in the 110rth Tohoku area. 
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